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●加藤先生 

2025/10 日血 

日付 2025 年 10 月 12 日   

発表者 加藤成顕 

演題名 高腫瘍量が原因で透析回路の閉塞を起こしたが閉塞解除に白血球除去が有効であ

った CML の一例 

 



2026/3 日血地方会 

日付 2026 年 3 月 21 日 

発表者 加藤成顕 

演題名 診断に苦慮した急性前骨髄性白血病(APL)の一例 

 

●中出先生 

2025/10/11 日血 

典型的ＣＬＬとして発症し治療を行ったが、再発時にＬＰＬ様の新たな異常細胞を認めた

１例 

中出理紗子、⾧田眞、加藤成顕、山崎皓平、國枝尚子、玉井誠一、廣瀬茂道、塚田唯子、

菊池隆秀 

 

2026/1/17 第 63 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会 

メトホルミン内服下でビタミン B12 欠乏による巨赤芽球性貧血を生じた 1 例 

中出理紗子、田中伸一、前田崇宏、遊木一成、田中肇、香月健志、河合俊英 

 

 


